






















































































































































































































































原　名　称 福田（S17）大日本体育会@（Sl9） 原　名　称 福田（S17）
大日本体育会
@（S19）
テニスコート 幽 ナットアップ 一 二弾ミコートサーフェス 一　　　　競技面 イングリ7シュグリップ 継サイドライン 墨 ウェスタングリップ 壁ベースライン 腿 イースタングリップ 鑛サービスライン サーヴ線 受球線 フットワーク 足捌き
センターマーク 中央標 中標 スピン 廻轄，順廻轄　　廻轄




ネット ネット 網 下打，逆廻轄一
t廻轄打
下打チ
ネットポスト 莚 スライス （シタウチ）センターストラップ 中央帯　　　中帯 グラウンドストローク 遡ボール 墾 フォアハンド 順　　ジュンテ
ガット 麹 バックハンド 逆手　ギャクテラケット 枠　　　打枠（ウチワク） クロスボール 斜球 一
レフリー 審判長 ストレートボール 縦球 一
アンパイアー 審判 主審 サービストス 押上げ
アンバイアー 一 副審 フォアハンドドライブ 一 順上打
ラインズマン 『 線審 バックハンドドライブ ｝ 逆上打
スコアラー 一 記録員 フォアハンドスライス 一 順下打




サーバー サーヴァー 発球者 ロブ 高球，揚球 揚球（アゲダマ）
レシーバー レシーヴァー 受球者 チョップ 切り球，切り打 切リ打
アウト アウト 線外 ボレー 宙打，當打 宙打（チュウウチ）
フォールト フォールト 外れ ハーフボレー 掬ひ打 掬ひ球
7ットフォールト 足のフ才一ルト 踏越 ドロップショット 落し球 落球（ラクキュウ）
レット 塑 サーブ 打始め，始球 発球（ハッキュウ）インプレー 競技中 纏績 スライスサーブ 斜打サーヴ 一
トス トス 拳 フラットサーブ 平打サーヴ 一
ハンディキャップマッチ ハンディキャップ試合 差別試合 ツイストサーブ 捻り打サーヴ 一
パートナー 壁 リバースサーブ 逆捻り打始球サーヴ 一スコアー 一 記録 レシーブ 受け方，受球 受球（ジュキュウ）
フィフティーン（15） 15 一貼 スマッシュ 一 打込
サーティー（30） 30 二鮎 ネットプレー 越フォーティー（40） 40 三鮎 ペースラインプレー 蟹デュース 一アユース 同鮎 シングルス 聾アドバンテージ ○側一鮎 ダブルス 鎚ネットオーバー 一 反則 ミックスダブルス 混合試合　　　一
ネットタッチ 一 反則 ポーチ 横取り
プレー 魎
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　不思議なことに，この文章からは，日本庭球協会の庭球用語委員としての
立場から邦語化に取り組んでいるという言及は全くなかった。まるで，福田
個人で邦語化を案出しているかのようであった。このことからも，福田自身
がテニス用語の邦語化について積極的に取り組んでいることは明らかであり，
庭球用語委員会での実務的な役割を担ったのは，委員長の安部と早大庭球部
OB同士で親交が深かった福田であろうことが推測される。
　前頁の表は，福田雅之助『庭球　其の本質と方法』［昭和17（1942）年コ
と大日本体育会『昭和十九年度　庭球規則　附邦語化の庭球用語，審判の心
得』［昭和19（1944）年］のテニス用語の邦語化である。
　類似する用語が多いことや，より邦語化の精度が高まっていることから，
昭和17（1942）年7月に刊行された福田の『庭球其の本質と方法』で発
表された邦語化用語は，邦語化の最終形態ともいえる『昭和十九年度　庭球
規則　附邦語化の庭球用語，審判の心得』の叩き台となったといえる。
4．おわりに
　テニス用語の邦語化への動きは，昭和10（1935）年頃から始まった。当
初の理由は，ルールの平易化によるユニバーサルなサービスの提供において，
テニスのより広範な普及を狙いとしたものであった。
　その後，日中戦争の長期化，英米との関係悪化により，英国を発祥とする
テニスの廃止論が高まる。これに対して日本庭球協会は様々な施策を行った
が，その核として昭和16（1941）年9月，専門の委員会を新たに設置して
用語の邦語化が漸次行われることとなった。テニス用語の邦語化は，昭和
18（1943）年3月に日本体育会が行った一連のスポーツ名の邦語化に対応し
て開始されたのではなかった。
　テニス用語の邦語化は，当時の時局に踊らされ，軍部に迎合した結果生じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　テニス用語の邦語化に関する研究　　13
たネガティブな事柄と一面的に断定することはできない。邦語化の理由とし
ては，テニス廃止論への対抗措置という側面が実質的には大きかったのでは
ないかと思われる。事実，邦語化に深く関わった安部民雄’8）や福田雅之助
らは，渡英米経験もあり国際的視点をもったりベラルな考えを持つ人物とし
て名高い。
　この視点で周辺を見ると，最も権威のある全日本庭球選手権大会を明治神
宮大会と兼ねて挙行した19）ことや，テニス選手を対象とした体力章検定の
ための錬成会を各地で開催したことなども，邦語化と同様にテニス廃止論を
中和させるための措置ともいえる。
　当時の英語禁止論の風潮下で軍部に迎合して邦語化を主張する者，純粋に
テニス存続を思って苦肉の策として邦語化を主張する者，両者の起点は異な
るがその着点（テニス活動の存続）は同様であった。つまり，当時のテニス
用語の邦語化を妨げるものは皆無に等しく，日本テニス界の統轄組織である
日本庭球協会および大日本体育会庭球部が全国的に邦語化を通達・実施した
ことは，当時の状況下では一定の必然性があったといえる。
　　　　　　　　　　　　　　　《註》
1）大石五雄「英語を禁止せよ一知られざる戦時下の日本とアメリカー』ごま
　書房，平成19（2007）年，12－17頁。
2）　後楽園スタヂアム社史編纂委員会「後楽園スタヂアム五十年史』後楽園スタヂ
　アム，平成2（1990）年，38頁。
3）　日本庭球協会は，昭和17（1942）年11月29日に解散式を行った後，大日本
　体育会庭球部に継承された。
4）野球については日本野球連盟の指示のもと邦語化が実行された。
5）「庭球用語の邦語化」，「ローンテ、ニス』第ll巻5月号，昭和10（1935）年5
　月，14頁。
6）　「懸賞募集　庭球用語の改正」，『テニスファン』第9巻第1号，昭和15（1940）
　年1月，9頁。
7）　田中薫「近頃疑念一束」，『テニスファン』第9巻第2号，昭和15（1940）年2
　月，34－35頁。
8）茶々丸「『庭球用語の日本語化』の齎す影響」，「テニスファン』第9巻第2号，
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　昭和15（1940）年2月，36－38頁。
9）　井上拠「前進」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18（1943）年7月，2頁。
10）　岡田四郎「必至撃滅の体力」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18（1943）年7
　月，7頁。
11）「ローンテニス』と『テニスファン』共に昭和17年10月号を以て終刊して，
　翌月号［昭和17（1942）年11月号］から両誌を統合するかたちで『日本庭球』
　が刊行された。『日本庭球』は昭和18（1943）年12月号をもって終刊。
12）　清水善造「世間の批判に答ふ」，「日本庭球』第2巻第10号，昭和18（1943）
　年11月，5－6頁。
13）城西球人「テニス櫨談（下）一批評家とファンの會話一」，『ローンテニス』
　第18巻3月号，昭和17（1942）年3月，20頁。
14）城西球人「テニス櫨談（上）一批評家とファンの會話一」，『ローンテニス』
　第18巻2月号，昭和17（1942）年2月，25頁。
15）　日本庭球協会・全日本学生庭球連盟『庭球年鑑』（昭和15－17年），昭和17
　（1942）年より。
16）　福田雅之助『庭球　其の本質と方法』（青年体育運動の書）欧文社，昭和17
　（1942）年7月。これは欧文社が刊行した叢書であり，他には『相撲』「スキー』
　「陸上競技』『剣道』『柔道』「射撃』『水泳』『野球』『卓球』『銃剣術』『体力章検
　定』がある。欧文社は『庭球　其の本質と方法』を刊行した翌月に社名を「旺文
　社」と改称している。岡田邦子『日本テニスの源流一福田雅之助物語』毎日新
　聞社，平成14（2002）年および大石五雄，前掲書より。
17）　福田雅之助「球語邦化」，『ローンテニス』第18巻4月号，昭和17（1942）年
　4月，10頁。
18）安部民雄は『ローンテニス』第16巻9月号（昭和15年9月）から後継誌であ
　る『日本庭球』第1巻第1号（昭和17年11月）まで「ティルデン庭球術解説」
　を24回に渡って連載した。
19）　昭和17年の明治神宮錬成大会から全日本庭球選手権を兼ねることになった。
（ごとう・みつまさ　政治経済学部専任講師）
